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 県政を 
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県議会議員 

あらい絹世プロフィール 

 

●昭和 43年 3月 8日 横浜市磯子区生まれ 

●横浜雙葉小・中 / 高等学校卒業 

●明治学院大学社会学部社会福祉学科卒業 

●日商岩井㈱ / ㈱メタルワン  

●自民党かながわ政治大学 12期生 

●平成 23 年 4月 県議会議員初当選 

●厚生常任委員 

●社会問題対策特別委員 

 

 

●ホノルルマラソン / 東京マラソン 完走 

平成 25年度予算案編成される 

平成 25年度当初予算案が 2月 19日の県議会で提案されました。 

一般会計は 1 兆 7,631 億円で、平成 24 年度当初予算と比べて 0.6％減となるものの、本県において

も高齢化が進む中、介護・措置・医療関係費は 8.7％増加し 2,863 億円となっています。介護・措置・

医療関係費や人件費、公債費は支出することが制度的に義務づけられている『義務的経費』であり、

それらは歳出全体の 82.4％を占めています。一方、歳入については、平成 24年度より県税の増収が

予想されるものの、地方交付税が減少し、県債発行が前年より 5.7％増しています。県債の残高は 3

兆 6,470 億円（県民一人当たり 409,888 円）にもなります。県債の発行を抑えるためにも、緊急財

政対策により人件費の抑制や県有財産の有効活用・県単独補助金の見直しなどを行い平成 25 年度で

400 億円の財源を確保しましたが、それでも 200億円の財源不足が生じ、職員の退職手当の一部を 

 

●エネルギー政策の転換        【  ９億円】 

住宅用スマートエネルギー設備の導入に向けた支援/中小規模事業者の省エネ機器等の導入

に向けた支援/エネルギー関連等ベンチャーの創出・育成/信号機のＬＥＤへの転換 など 
 

●災害に強く安全で安心してくらせるまちづくり  【２６１億円】 
 石油コンビナート地震被害等予測調査費/災害拠点病院施設整備事業費補助/道路・橋りょ

う・港湾等の整備による緊急輸送体制の確保 など 
 

●いのちが輝き誰もが自分らしくくらせる社会づくり  【２１５億円】 
 将来の介護・福祉人材確保に向けた取組み/特別養護老人ホームの整備に対する支援/女性の

能力発揮を促進するための就業支援 など 
 

●次世代を担う心豊かな人づくり  【１８６億円】 

 保育所等の整備促進・民間保育所の運営に対する支援/子供や若者に対する相談・支援体制の
充実/特別支援教育の充実 など 
 

●人を引きつける魅力ある地域づくり 【１０２億円】 

新たな観光の核づくりに向けた取組み/文化資源の活用による地域活性化/人を引きつける魅

力ある商店街の創出/廃棄物不法投棄の未然防止に向けた取組み など 
 

●神奈川のポテンシャルを生かした活力創出  【２８７億円】 

 中小企業制度融資の実施/ロボット関連産業の振興/新規就農者確保と定着に向けた支援の実

施/就業支援の充実/働きやすい環境づくり など 

主要施策 
【裏面につづく】 



 

 

 

    

  

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 平成 25年度 

当初予算 

今回補正予算 14 ヶ月予算額 

一般会計 1,763,105 28,056 1,791,161 

特別会計 1,088,379 47 1,088,426 

企業会計 114,458  114,458 

計 2,965,942 28,103 2,994,046 

時節の川柳大募集 

本定例会では、「日本経済再生に向けた緊急経済対策」として１月に閣議決定された「平成 24 年度

補正予算」に対応して、281億円の補正予算案が提案されました。新年度の事業の一部を平成 24年

度に前倒しするため、補正予算は平成 25年度当初予算案と一体の「14 ヶ月予算」として編成され

ています。 
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次回の 

お題は 「桜」 

先月のお題は「卒業」 
沢山のご投稿有り難う 
ございます 

貴方の川柳を次号「あらい絹世の磯っ子 

レポート」に掲載します。 

・匿名、イニシャルで結構です。   

・お住まいの町名、差し支えなければお名前を

お書き下さい。 

・お申し込みは FAX で 

（締め切りは 3 月 27日です） 

・残念ながら賞金・賞品の提供はございません。 
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緊急財政対策による取組み結果 

●人件費抑制    ：２６０億円（２４年度 ５２億円） 

●県有財産の有効活用  ： １５億円（２４年度１２４億円） 

●県単独補助金の見直し   ： ３０億円 

●その他の施策・事業の見直し ： ９５億円 

 

 

計上留保することで財源を確保しました。 

今後本県でも高齢化が進み義務的経費がますます増える中県債の発行を抑えるためにも、県民

のサービスを維持しながらも無駄を省いていくことと共に、県内の経済を回復させ県税による歳

入を増やしていく必要があります。平成 23 年 12月に国際戦略総合特別特区に指定された「京浜

臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区」では県・横浜市・川崎市の 3 自治体と研究機関、

企業が連携し、医療・医薬品・医療機器などの分野で新たな開発・製造や健康関連産業の創出を

行っていきます。また、2月 15日には「さがみ縦貫道路」沿線の相模原市や厚木市、茅ケ崎市

など相模原・県央・湘南エリアが「さがみロボット産業特区」に指定され、今後は医療や介護、

災害の現場で活躍するロボットの研究や実用化、普及を図かっていきます。この 2つの特区を足

掛かりに地域経済の活性化や先端産業集積につなげていきます。 

（注） 

計数は表示単位未満

切り捨てのため符号

しない事があります。 

（単位：百万円） 


